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                                    ABSTRACT
  ff. 2. Experiments by means of vital staining procedure. '
  Male mice (weighed approximately 10 to 13g) were treated with subcutaneous injections

of vitamin C under a dosage of daily 5mg during 10 successive days. At the same time as

this treatment vitalstaining procedure with "carmin" and "tripan blue" was carried out. The

results of macroscopical and historogical examinations of the effect on genital organs are

given below.

  (1) As already reported in the preceding paragraph, injections of adequate dose of vitamin

C (5mgx 10 days) make genual organs of male micedistinctly hyperplastic.

  (2) In testis, mitosis and proliferation of spermatocytes are moderately accelerated and

spermatozoon become manifest.
  (3) Interstitial tissue of testis proliferates and expands with immergence of histiocytes and

proliferation of interstitial cells.

  (4) Various spermatocytes, Certolli's ceels and stroma cells of connective tissue do not

accept plgments.
  (5) Histiocytes and stroma cells, however, accept pigments far mor eabundantly than in

the'control animals and are, therefore, discernible easily by means of the aspect of pigment

granules and nuclei of these cells.

  (6) By the by, histiocytes with pigments in their plasma are moving- into spermatic ducts

abundantly. And, this can not be seen int hecontrol.

  (7) It is therefore evident by the use of the vital staining procedure that the expansion

of stroma due to vitamin C effects chiefly due to the accumulation of histiocytes and
proliferation of stroma cells, and the ability of these cells to accept pigments is significantly

strengthened by the effect of vitamin C.
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1．緒

　「ビタミン」Cの雄性性器に及ぼす作用に関しては，

前編で報告したが，睾丸間質細胞に関してはなお充分

でなかったので，本編では更に生体染色法を加味して

成績の充実を計った．

　生体染色に関する研究は古くから行われているが，

文献として記録に残るものは，恐らく巴里の一医師

Antonie　Misaud（1567）で茜根で：飼育した動物の骨

が赤色に染まることを認めたのが始めであろう．

　爾来多くの学者が種々の色素を使用して生体染色の

実験を行なったが，清野17）（1921～1933）の研究によ

って偉大な進歩か遂げられた．

　最も古くカルミンを生体染色に利用したのはChr・

zonszczewsky　1）（1864）であって氏はカルミンのアン

モニア溶液を使用した．現今広く使用されているりチ

オン・カルミンはRibbert　2）（1904）によって始めて

誉められたものであり，この色素は細胞内に沈着した

後には甚だ安定に固定され，水や酒精などで脱色され

ず，なおまた超生体染色を起し難いので頗る優秀な色

素であるが，毒性が強いので試験動物が発死すること

が多いのが欠点である．

　本実験では上与那原3）（1924）の成績に従って毒性

が比較的に少ないとされている炭酸曹達カルミン液を

使用して好成績を得た．

　トリパン青はNicolle　u．　Meslli14）（1905）によっ

て始めて化学療法に使用され，これを生体染色に始め

て応用したのはGoldma皿5）（1909），　Gross　6）（191

1），Schulemann　7）（1912）である．毒性の少ない色

素であるが，組織固定に際して脱色し易い欠点があ

る．

　睾丸間質の発生については種々の学説があって，未

だ一致を見ない．多くの学者は睾丸間細胞の起源は結

締織性であると説いているが，胚上皮，副腎皮質，或

いは・白血球をその起源と認ある学説もある．

　睾丸間質の機能については，Trendelen　burg　8）（19

29）によると冷血動物及び野生温血動物では，一定の

時間に発情が起り，そのとき畢丸は非常に肥大し，こ

とに両棲類，鳥類ではその肥大が甚だしい．睾丸組織

の内で発情を支配する部分の探究は，多くの学者によ

って組織学的に研究されたが，その目的はまだ達せら

れていない．けれども多くの研究結果として間細胞は

動物の発情期ないし発情前期に増加するから，この細

胞が主として発情ホルモンを分泌するものであろうと

言

　考えられているが，これを否定する学説も少なくな

　い．即ちTritonでは性の分化は間細胞の発生以前に

　行われ，蝦膜では発情期でも間細胞は少なく，マウス

　では成熟期でも間細胞は少ないことなどが挙げられて

　いる．

　　Angel　u．　Bouin　g）（1904），　Sand　lo）（1921），

　Wheelon　11）（1924），　Harms　12）（1926），　Romeis　13）

　（1921，1926）諸氏の実験によると，輸精管の結紮に

　よって第二次性徴は強度に現われ，このとき精細胞は

　退行変性に陥って減少するが，間細胞は不変であるか

　或いは却って増加することが証明されたので，この原

　因は間細胞の機能に求められねばならないと説かれて

bいるゴこれと同様な現象が，潜伏睾丸の場合にも認め

　られている．

　　Romeis　13）（1926）は輸精管を結紮することによつ

　て，曲細精管の面積は約》盒．7に減少するが，間質組

’織は僅かに増加すると述べている．これに反して，造

　精組織は結紮によって破壊され，この破壊産物の吸収

　によって第二次性徴が顕現するとも考えられるとの学

　説がある．

　　同様なことが睾丸にレントゲン照射を行った場合に

　も起る．〔Schinz　u．　Slotopolsky　14）（1925），　Harms

　12）　（1926）〕

　　St6hr　15）（1933）は間細胞を特殊な機能状態にある

　結合織細胞であるとなし，細胞の形態及び内容から考

　えて，或いはまた色素を与えてその貯蔵能力を実験的

　に証明しうることによって，この細胞は物質代謝に何

　らかの役割を果しているものと説いている．

　　Goldmann　16）（1914）によると，細胞が色素平野を

　摂取することは，その細胞が色素のために侵害された

　のではなく，脂肪染色と近い関係を示すものであっ

　て，なおまた内分泌と密接な関係にあると解されてい

　る．

　　清野17）（1920）によると，生体で色素を摂取する

　細胞は，哺乳動物では上皮性細胞，神経細胞並びに中

　胚葉性細胞である．即ち上皮性細胞では腎臓の細尿管

　上皮細胞に多数の色素頼粒が現われ，この穎粒は整然

　と配列し，点状ないし円形穎粒からなっている．肝臓

　腺細胞内に現われる色素穎割は円形のものは少なく，

　多くはやや角張った観を呈している．内分泌を営む上

　皮性細胞には微細な旧染性色素呉牛の現われることは

　注目に価する．膵臓ラングハンス氏腺細胞及び甲状腺
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細胞の色素摂取機能が陰性であるのは例外であるが，

上皮小体，脳下垂体前葉，副腎皮質などの細胞は色素

穎粒を摂取する．色素摂取に関する細胞の由来につい

ては議論があるが，内分泌を営む睾丸間質細胞，卵巣

ルテイン細胞及び卵巣間質腺細胞なども微細な色素穎

粒を包蔵し，神経系統では支柱組織綱胞は概ね色素を

摂取し，中胚葉性細胞ことにメゼンヒム性細胞の大部

分では色素の摂取が陽駐であるが，網状織細胞，造骨

細胞，造軟骨細胞，造歯細胞，結締織成形細胞，腱細

胞などの色素摂取能力は微弱であるか或いは陰性に近

く，心筋細胞，横紋筋及び滑平均細胞は全然色素を摂

取しないことが証明された●

　BQuffard　18）（i906）の報告によると睾丸間細胞はト

リパン青を摂取し，ことにピロール青注入時に著明で

ある．幼若鼠或いは睾丸機能休止時期の鼠では，この

細胞は円形のものが多く，間質結締中でζとに血管に

近接して集罪している．けれども精糸形成が始まると

間質細胞は腺管の限界膜に接近して集合し，遂に限界

膜を越えてその原形質突起を延長してセルトリ氏細胞

の間に侵入するが，間細胞原形質の大部分及び細胞核

は腺管外の結締織中に占居し，核周原形質は色集穎粒

に乏しいとされている．

　睾丸間質細胞は少なくとも2種の細胞に分類される

ことを明らかにしたのは中院19）（1916）である．即

ち氏によると家兎では第一種細胞は卵円形または紡錘

形をなし，原形質内に組織球と同様な粗大クロマン穎

粒を含有し，核は胞体の一側に偏在している。第二種

細胞は円形または多角形で，原形質内には極めて微細

なクロマチン今上を包蔵する．而して前者は組織球に

属する細胞であって，後者は真の間質細胞であると述

べている．

　Trendelenburg　8）（1929）1こよると，睾丸間質の発

育が良好な動物どしては，鳥類，両棲類（発情期），

豚，猪，王グラ，人類（胎児にもよく発育している）

などが挙げられ，発育不良の動物としては，鼠，牛，

羊，山羊，などが数えられている．

　マウスも間質発育の不良な動物に厨するが，自分は

「ビ」C注射によって間質の増殖を証明しえたかち，

本実験においてもマウスを使用した．

皿．実験材料と実験方法

　1．実験動物

　前編同様体重10～13grの健常雄性マウスを使用し

た．

　皿．注射材料

　1）「ビタミン」C（タケダ）

　2）炭酸曹カルミン液

　本号の製法は上与那原3）の方法にようた．即ち2％

の炭酸曹達液に4％の割合にカルミンを加えて加熱し

冷却後に濾過したものであるが，使用時には2倍に稀

釈（2％）して注射した．

　3）トリパン町明

　トリパン青を蒸溜水で1％の割に溶解し，そのまま

使用した．

　皿．「ビ」C注射方法

　5mg宛1日1回10日間連日皮下に注射した．

　JV．色素注射方法

　2％カルミン液または1％トリパン青液0．2ccを

1回量として，隔日に1回の皮下注射を3回反復し，

最終注射後24時間を経て剖検した．「ビ」Cと色素と

を併用する主実験では，一定量の「ビ」C注射後5日，

7日，9日目に色素注射を開始した．

　V．検査方法

　易咄臓器について先ず肉眼的観察を行い，全性器の

総重量を測定し，直ちに鉛糖フォルマリン溶液〔鉛糖

フォルマリン液の製法は三田村20）（1923）の処分に従

った．即ち10％鉛糖溶液50ccフォルマリン25cc蒸

溜水25ccうで10～24時間固定し，睾丸だけのパラフ

ィン切片を作り，カルミン注射切片には酸性ヘマトキ

シリンの単染色を行い，トリパン青注射切片には「ア

ラウンカルミン」或いは「ヘマトキシリン」の単染色

を施した．

皿．実　験成績

　　第1節対照実験（第1表）

第1項　カルミン注射実験（F・1，2）

前記の注射方法によって体重約12grの健常雄性マ

ウスに2％炭酸曹達カルミン液0．2cc宛を3回注射し
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た結果は

　〔1〕肉眼的には睾丸，副睾丸，精嚢，前立腺は僅

かに赤色度を増しただけで，前編記述の正常マウスの

性器所見とほぼ一致した．このとき全性器の総重量は

0．15～0．2grを算した．

　〔皿〕組織学的所見（F・1，2）

　（1）　曲細精管ほ数層の精細胞から構成され，精祖

細胞の分裂像は殆んど認められない．その間に少数の

セルトリ氏細胞を認めうるが，未だ精糸は現われてい

ない．而して精細胞及びセルトリ氏細胞には，カルミ

ン新島の摂取は認められない．

　（2）　間質細胞は甚だ狭隆で，3個以上の曲細精管

で囲まれた間質だけに少数の間細胞を認めうる．間細

胞は類円形で原形質に富んだ大なる上皮細胞様細胞で

あって，概ね間質の中央部に位し，縞染球形核は微細

クロマチン穎粒を含んで核小体を明示し，胞体のほぼ

中央に位置する．原形質中には摂取したカルミンの微

細球形頼粒を包蔵し，その含有数は各細胞によって大

いに相違する．

　このほかに小型で楕円形，多核形ないし門形の濃染

核を有する組織球が認められ，核は多くは胞体の一側

に偏在し，原形質中にはやや粗大なカルミン頬粒を含

有し，干る者は無数の穎粒を包含して核の識別は困難i

となり，また写る者は小数の穎粒を摂取している．問

質の構成に与るその他の細胞としては，狭長濃染核を

有して細精管基底膜下に並列する結締織細胞と，間質

内に存在する毛細血管の内被細胞及び管腔に包まれる

血球を認めうるが，これらの細胞内にはカルミン頬粒

は認められない．

第1表　対　照　実　験

動

物

番

号

62

63

73

74

75

動

物

体

重
（gr）

T2

11

12

12

色

素　　回

種
　　　量
類，（c．c．）

トリパン

　青
トリパン

　青
カルミン

カルミン

12 Pカルミン

注

射

回

数

0．5

0．2

0。2

0．2

0．2

1

13

3

3

3

重性

　器

　合

量計
（gr）

間　質

間

細

胞

組

織

球

　　　　1
0．18十　十
　　　　　o．15＋1＋

0。2

0．2

0．18

十　十

十　十

十　十

附

図

番

号

1，2

　　　　第2項　トリパン青油射実験

1％トリパン青液0．2cc宛を3回皮下へ注射する

と，

　〔1〕　睾丸は肉眼的には平等に青味を帯びる以外

に，前記のカルミン注射動物におけるとほぼ同様であ

って，三三は認められない．

　〔丑〕組織学的には間質中の間細胞及び組織球は，

青色のトリパン青二階を包蔵している状態は，カルミ

ン注射動物におけると同様である．

　　　　第2節主実験（第2，3表）
　　　　第1項「ピ」Cカルミン注射実験

　　　　　　　　　　（F．3，4）

　前記の注射方法によって「ビ」C5mg宛1日1回

10日間連日皮下へ注射し，更に2％炭酸曹カルミン液

を0，2cc宛隔日に3回皮下に注射すると，睾丸及び副

性器は共に肥大し，これら性器の合計重量：は平均0．4

grに達した．

　〔1〕　肉眼的所見

　「ビ」Cの単独注射所見と異なる点は，全般に淡紅

色を呈することであって，その他に著差を認めしめな

い．

　〔皿〕　組織学的所見（F．3，4）

　（1）　曲細精管では精祖細胞は2～3層に配列して

核分剖像を明示し，精母，二娘細胞は増加し，セルト

リ氏細胞は変性を示さない．細精管の中央に若干の精

糸が認められる．これらの各種細胞にはカルミン色素

穎粒は認められない．

　然るに精細胞の間に粗大なカルミン穎粒を含有する

細胞が侵入して，所々に散在する像が認められる．

（F．6参考）これは後記の組織球が間質から細精管基

底膜を越えて管腔へ侵入したものと思考される．この

所見は「ビ」Cの注射を行わない対照像には認められ

ない現象である．

　（2）　間質組織は高度に拡張し，これを構成する細

胞の増殖が顕著である．（i）間細胞は肥大し，辱胞体に

は小球形の空胞が多数に形成され，ここに微細なカル

ミン穎粒が密集して，旧染肥大核を囲回し，或いは核

を被うて集合するカルミン穎粒は，恰も核質内へ侵入

したように見えるものもあわ，著明な生体染色像を示

している．（ii）組織球は間細胞よりも小形で，楕円

形，多角形ないし二形の濃染核の周辺には，密集する

粗大な球形カルミン頼粒が集引し，間細胞との間別は

穎粒の粗大なること，その他二形などによって可能で

あり，この細胞においても胞体の空胞形成が認められ

る．（iii）狭長核を蔵する結合織細胞や毛細血管内被

細胞にはカルミン頼粒は認められない．
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　これを要するに「ビ」Cによって増殖且つ肥大した

間細胞の色素二二摂取力は，「ビ」Cを与えない対象

像に比較して，高度に増進していることが認められ

る．なおまたこのとき間質内に現われる組織球の数も

大いに増加し，ただに間質内に止まらないで，基底摸

を越えて精細胞間へも侵入ずることが実証されたので

ある．

第2表「ビ」・「カルミン」注射実験

動

物

番

号

65

66

67

68

動

物

体

重
（gr）

「ビ」C

回

量
（mg）

12．5　5

13，0　5

12．5　5

12．5　5

注
射
回
数

10

10

10

10

カルミン

盟
（里CC）

0．2

0．2

0．2

0．2

注
射
回

数

重性

　器

　合

量計
（gr）

3　0．45

3　0．35

3　0．3

3　0．4

間　質

間

細

胞

柵

組

織

球

十

十

附

図

番

号

3，4

　　　第2項　「ビ」Cトリパン青注射実験

　　　　　　　　　（F．5，6）

　「ビ」C5mg宛を10日間連日皮下に注射し更に1％

トリパン血液0．2cc宛を隔日に3回皮下に注射する

と，性器の合計重量は平均3．4grに達した．

　〔1〕肉眼的には性器は一般に青色度を増す以外に

は，カルミン注射動物におけると大差は認められなか

った．

　〔皿〕　組織学的所見（F．5，6）

　（1）　曲細精管においては，精細胞の分裂はやや著

明で，一二細胞から精糸に至るまで層をなして配列

し」少数の精糸が認められる．セルトリ氏細胞には変

化は認められない．

　（2）間質組織は中等度に増加し，2個の曲細精管

の間にも青色の色素穎粒を含む細胞が確認される．

（i）間細胞核は球形をなして肥大淡恥し，原形質中に

はトリパン青の微細頼粒を無数に含有している．（ii）

組織球は間質内に多数に出現しその核は楕円形ないし

多角形をなし，その胞体内にはトリパン二心粒を包蔵

している．この細胞はなおまた精細胞層及び腺管腔内

へも多数に侵入し，ために色素頼粒の集団は細精管内

に散布され，恰も精細胞自体が色素を摂取したかを疑

わしめるのであるが，精検すればこれを鑑別しうる．

（F．6）

第3表　「ビ」C・トリパン青注射実験
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W．実験成績総括考案

　以上の実験成績を総括してその意義を考案すると，

次の如くである．

　〔1〕　色素の単独注射を行った対照では，（1）睾

丸間質は興隆で，これを構成する細胞は少数である．

（2）　カルミンまたはトリパン青を適量に注射して

も，精細胞には色素の摂取は全く認められない．（3）

然るに聞質では間細胞及び組織球は色素を摂取する

が，結合織細胞や毛細血管内被細胞などはこれを摂取

しない．

　〔∬〕　「ビ」C注射と生体染色法を併用すると，睾

丸並びに副性器の大さ及び重量は，「ビ」Cによって

肥大，増量するが，その増大度は「ビ」Cの単独注射

の場合ほどには顕著ではない．これはカルミンやトリ

パン青の毒性に基因するものと思考される．

　〔皿〕「ビ」Cとカルミンとの注射を併用すると，

（1）曲細精管では精細胞の分裂像が現われ，精糸の

出現が認められる．（2）精細胞並びにセルトリ氏細

胞は色素を摂取しない．（3）間質組織は高度に増殖

拡張し，その構成細胞数は著明に増加する．（4）間

細胞は増殖し，孤高球形の肥大核を囲んで微細な色素

穎粒が原形質内に集籏している．（5）組織球ぱ強度

に出現し，粗大な色素穎粒は核を囲回して特異な像を

呈し，かかる出田は間質内に集団するばかりでなく，

腺管内に侵入して精細胞の間に散在することは，「ビ」

Cを与えない対照像では認められない現象である．

　〔IV〕「ビ」Cとトリパン青の注射を併用した所見
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では，カルミン注射におけると同様の変化を示し，

（1）各種の精細胞及びセルトリ氏細胞はこの色素を

摂取することはない．（2）然るに色素頼粒を含んだ

組織球が精細胞の間に侵して，細精管内に散在してい

る．（3）間細胞はその原形質中にトリパン青穎粒を

含有し，この門門はカルミン穎粒よりも粗大である

が，その数は少ない．（4）組織球ぼ著明にトリパン

青を摂取することは，カルミンにおけると同様であ

る．

　〔V〕これを要するに，「ビ」Cによって睾丸並び

に副性器は強度に肥大することは既報の通りである．

このとき睾丸の組織学的所見としては，（1）「ビ」C

によって精細胞の分裂増殖が軽度に促進されて，精糸

の出現が陽性となり，間質組織はi著明に増殖拡張し

て，組織球の出現と間細胞の増殖とが顕著となる．

（2）　これに生体染色を施すと，各種の精細胞及びセ

ルトリ氏細胞並びに問質結合織細胞などは，色素を摂

取することはないが，組織球と間細胞とは，「ビ」C

を与えない対照動物におけるよりも遙かに強度に色素

を摂取し，色素穎粒及び細胞核の性状によって，この

両種細胞を鑑別することが篤能となる．このとき色素

を含有した組織球が，細精管内へ旺んに侵入すること

も，対照像には欠如する所見である．（3）よって生

体染色を併用することによって，「ビ」Cによる間質

の拡張は主として組織球の集籏と間細胞の増殖とに基

き，この両種細胞の色素摂取力は，「ビ」Cによって

著明に増大したことを証しえたのである．

V．結

　「ビ」C注射と生体染色を併用した実験成績から次

の結論に達することをえた．

　1．「ビ」Cによって睾丸並びに副暗記は強度に肥大

する．

　2．睾丸においては，精細胞の分裂増殖が軽度に促

進され，精糸の出現が陽性となる．

　3．睾丸間質組織は；著明に増殖拡張して，組織球の

出現と間細胞の増殖とが顕著となる．

　4．各種の精細胞，セルトリ氏細胞及び間質結合織

細胞は，色素を摂取しない．

　5．然るに組織球と間細胞とは，「ビ」Cを与えない

対照動物におけるよりも遙かに旺盛に色素を摂取し，

色素穎粒及び細胞核の性状によって，この両種細胞を

識別することが容易となる．

　6．このとき色素を含有する組織球が，細精管内へ

旺んに遊走する像は，対照では認れられない所見であ

る．

　7．よって生体染色を併用することによって，「ビ」

論

Cによる間質の拡張は，主として組織球の集籏と間細

胞の増殖とに基き，この両種細胞〃色素摂取力は，

「ビ」Cによって著明に増進することが知られる．

　8．以上を要するに，「ビ」Gによって睾丸における

精糸形成機能は一程度に促進され，ことに間質におけ

る間細胞と組織球とは著明に増加し，且つその機能の

三郎を示すことを実証しえた．

　9．前編記述の如く，「ビ」Cによって卵巣では卵胞

発育は軽度に促進され，ことに閉鎖黄体ないし間質腺

の構成が極めて旺盛となることを想起すると，卵胞発

育と精糸形成とはZondekのProlan　Aに基き，黄

体ないし間質腺の構成と睾丸細胞の増殖とは，Prolan

Bによるものと思考され，従って「ビ」Cは前葉に作

用して，この両種「ホ」の分泌を促進するものと推考

される．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　附　図読

（x150）カルミン液単独注射マウスの睾丸

（動物番号73）

（×720）同上間質の強拡大像。カルミンを

摂取した聞細胞（Z）と組織球（H）とが見

られる．

（×150）「ビ」Cカルミン注射マウスの睾

丸（動物番号68）

（×720）同上間質の強拉大像．カルミンを

摂取した間細胞（Z）と組織球（H）とが多

明

第5図

第6図

数に見られる．間質結合織細胞（B）は色

素頼粒を含まない．精子頭部（S）が多数

に見られる．

（×150）「ビ」Cトリパン青注射マウスの

睾丸（動物番号69）．

（x720）同上間質の強拡大像．色素の微細

頼粒を含有する間細胞間（Z），質内にあっ

て色素の粗大穎粒を含有する組織球（H），

細精管内に侵入した組織球（Hノ）を示す．
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